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(1)研究テーマ

「特別支援学校、保健センター、療育機関等が連携した早期支援モデル」の作成

(2)研究経過及び具体的な取組

５月１７、１８、１９日 先行研究の調査及び検討

・調査場所：兵庫県立赤穂特別支援学校

・調査方法：先行文献の調査と検討

・調査成果：本研究に関係する先行文献（① 渥美義賢 他（2008）：発達障害のあ

る子どもの早期からの総合支援システムに関する研究、研究報告書、

発達障害支援グランドデザインの提案、国立特別支援教育総合研究所

研究紀要プロジェクト研究報告書 ② 笹森洋樹 他（2010）：発達障

害のある子どもへの早期発見・早期支援の現状と課題、国立特別支援

教育総合研究所紀要 ③ 松村勘由 他（2009）：小・中学校における

特別支援教育への理解と対応の充実に向けた特別支援学校のセンター

的機能の取組、国立特別支援教育総合研究所研究紀要）を調査し、早

期支援に係る現段階の調査研究の状態を理解した。

５月２７日 先行研究の調査

・調査場所：横浜市 パシフィコ横浜

・調査方法：日本小児神経学会での調査

・調査成果：医療・保健が連携した発達障害児の早期発見・早期支援の取組発表を

聞くことができた。

６月 ３日 早期支援に係る連絡会の開催

・実施場所と人数：赤穂市保健センター（7人）

・成果と課題：特別支援学校、保健センター、療育機関による早期支援の流れを検

討したが、モデル案の作成は次回に行うこととした。

７月２０日 「関係機関が連携した、早期支援モデル」（案）の作成

・実施場所：兵庫県立赤穂特別支援学校

・成 果：特別支援学校、保健センター、療育機関、保育所及び幼稚園が連携し

た早期からの支援モデル図案が完成した。

８月３１日 「関係機関が連携した、早期支援モデル図」（案）への専門家の助言

・実施場所：兵庫教育大学

・助言の内容：兵庫教育大学学校教育研究科准教授に早期からの支援モデル図につ

いて説明を行い、助言をいただいた。

９月１８日 学会での発表



・実施場所：東京都 跡見学園大学

・内 容：日本ＬＤ学会でのポスター発表

・成 果：「関係機関が連携した、早期支援モデル」について発表を行い、参加者

からの意見を聞くことができた。

９月２０日 早期支援に係る連絡会の開催

・実施場所と人数：赤穂市保健センターにて7人で実施

・成果と課題：兵庫教育大学での助言、日本ＬＤ学会発表での参加者からの意見を

参考にして、関係機関が連携した早期からの支援モデル図の検討を

行った。

１１月１０日「関係機関が連携した、早期支援モデル」の再構築

・実施場所：兵庫県立赤穂特別支援学校

・作成の内容・成果：特別支援学校、保健センター、療育機関、保育所及び幼稚園

が連携した早期からの支援モデル図案の再構成を行った。

「今後の予定」

１月１０日 早期支援に係る連絡会の開催

・実施場所と人数：赤穂市保健センターにて7人で実施予定

・内容：「関係機関が連携した、早期支援モデル」を検討し完成する


